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10/６ 前期終了・10/10 後期スタート 

　先週、無事に前期が終了しました。前期は、授業や行事等を計画どおりに進めることができまし
た。保護者の皆様、地域の方々のこれまでのご支援に心から感謝いたします。 

　今日から後期がスタートしました。後期も子供たちが充実した学校生活を送れるよう努めてまい
ります。引き続き、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

前期終業式代表児童　　　「２ねんせいでがんばったこと」　２年代表児童 
　わたしは前期にがんばったことが３つあります。 
　学しゅうめんでがんばったことが２つあります。１つめは、音楽です。けんばんハーモニカでゆびづかいを
おぼえました。かえるのうたをひけるようになりました。かえるのうたの、ドレミのミをおやゆびにかえるこ
とがむずかしかったけれどがんばりました。そしてひけるようになりました。こんどは、カスタネットのリズ
ムうちが上手になるようにがんばりたいです。 
　もう１つは、国語です。国語のお手紙という、お話の音読げきをやりました。4人組のグループでやりまし
た。はっぴょう会では、れんしゅうの時よりも大きな声でやくしゃになりきって上手にできました。１組さん
も３組さんもとてもじょうずだったのでほかのクラスのみんなとも、またいっしょに勉強したいです。 
　生かつめんでは、お友だちがふえました。４月のときは、クラスにあまりお友だちがいなかったからとても
さびしかったけれど、今では、20人くらいお友だちがふえました。つぎは、ちがう学年のお友だちもいっぱ
いつくりたいなと思います。

前期終業式代表児童　　　「４年生の前期を終えて」　　　　４年代表児童 
　私が前期でがんばったことは２つあります。 
　１つ目は、総合の学習です。４年生は福祉の勉強で車イス、手話、点字などを体験しました。そのなかでも
点字に興味を持ったので、夏休みに点字をテーマに自由研究をすることにしました。本で点字の歴史を調べた
り、実際に町のどこに点字があるかを探しに行きました。店員さんや目の不自由な方にインタビューするのは
きんちょうしたけど、みなさんていねいに答えてくれました。地面にある黄色いボコボコは点字ブロックと言
います。目の不自由な方は点字ブロックをたよりに歩くので、みなさん自転車などを置かないようにしましょ
う。誰でも住みやすい町になるといいなと思いました。 
　２つ目は、持久走大会の練習です。お休みの日にお父さんと陸上競ぎ場で練習しています。タイムをはかっ
て走り方の研究をしました。どんどんタイムが短くなりました。走るのになれてきたら、長いきょりを走って
も息が苦しくならなくなりました。 
　後期にがんばりたいことは、もちろん持久走大会です。去年は３位だったので、今年は１位目指してこれか
らも練習をがんばります。　

後期始業式代表児童　　　「こうきにがんばりたいこと」　　１年代表児童　 
　にゅうがくして、6かげつがたちました。はじめは、どきどきしましたが、いまでは、しょうがっこうのせ
いかつにもなれて、ぜんきは、ともだちともなかよくあそぶことができました。 
　きょうからこうきがはじまります。わたしは、こうきにがんばりたいことを３つかんがえました。 
　１つめは、さんすうです。ぜんきは、たしざんやひきざんを10のまとまりをつかってかんがえました。こ
うきは、とくに、とけいのよみかたをがんばりたいです。 
　２つめは、じをていねいにかくことです。じゅぎょうやかていがくしゅうでも、ていねいなじで、おべんき
ょうをがんばりたいです。 
　３つめは、どくしょです。ほんをたくさんよんで、１ねんせいのおわりまでに200さつをめざしたいです。 
　こうきは、フェスティバルやおやこがくしゅうかいなど、たのしみなことがたくさんあるので、もっとがん
ばりたいです。

後期始業式代表児童　　　「こうきのほうふ」　　　　　　　３年代表児童　　 
　わたしの名前は、シャインディヤです。１年３カ月前にインドからきました。はじめて日本に来た時、東石
川小学校や友達のことがぜんぜん分からなくて、日本語もしゃべれなくて大変でした。　 
　友達が優しくしてくれて、少しずつなれてきました。友達や先生にどうやって勉強をやるか教えてもらった
り、間違えている日本語を正しく直してくれたりしました。３年生になって、自分の考えを書いて発表できる
ようになりました。 
　今、学校がとても楽しいです。インドの学校には、体育や図工がありません。日本の学校は、体育や図工が
あって楽しいです。日本語が話せてノートに書けるようになったことやたくさんの友達ができたこと、うれし
いことがたくさん増えました。 
　これからも、勉強をがんばって、友達となかよく生活したいです。
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